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皆様のご協力の下、トンテ小学校も引き渡しから１周年を迎え、この６月で

２回目の新学期（ミャンマーは６月が新学期だそうです）を迎えました。先生は

４名全て女性です。生徒数は男子３８名、女子３０名の合計６８名、今回の取材も

前回同様、現地法人旅行社代表 金澤聖太 氏に取材、翻訳、文房具の手配をお願い

しました。

平成１９年 ( )６ 月１８日撮影2007

引き渡し後１周年を経たトンテ小学校、橋が新設されてます。‚

左 端 ： ＄ ３ ０ の 国 旗 掲 揚 台 、 塗 装 が„

少しはげ始めました。

右端：賛助者銘板

トンテ村旧小学校‚

平成１７年 ( )２ 月撮影2005

校庭内に井戸が新しく設置されていました。‡
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授業中授業中授業中授業中

授 業 中 で すが 子 供 達 は カ メ

ラ が 気 に なる よ う で 目 線 が

こちら向き？？？
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授業が終わり休憩時間‡

何 故 か 、 机 の 下 に 生 徒 が 一 人

贈呈した椅子、机と

。旧小学校のが混在してます

銀色の円筒形はお弁当箱‡

下がご飯で上がおかず„

の ２ 段 重 ね

３ 段 重 ね も

有 り ま す 。

ボ ロ に 成 っ

た 椅 子 、 机

も 大 事 に 使

か っ て ま

す。

文房具の梱包をほどく先生 配布開始、生徒の腕組みは敬意の表明‚ ‚

はい‡

どうぞ

生 徒 一 人 に

ノ ー ト ２ 冊

と 鉛 筆 ３ 本

贈呈

·

兄 弟 か な ？

=兄 ち ゃ ん

>貰 っ た よ

=おう

良 か っ た ね

そ ん な 会 話

かな？
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表情がすばらしい ６８名に配り終えホットする校長先生（左）と‚ ‚

新任教師（右）ご苦労様でした。残りの文具は

予備です。全部で１００名分寄贈しました。

※ノート２冊＋鉛筆３本＝８１０Ｋｙａｔ（ ﾁｬｯﾄ） １００名分で８１，０００Ｋｙａｔ

日本円に換算すると約￥８，１３１です。

（ 交換 ﾚｰﾄ ＄ １＝ ﾁｬｯﾄ÷ ﾁｬｯﾄ＝ ＄ × ＝ ）6/22 12,60Kyat=US ¥127.06 81,000 1,260 64 ¥127.06 ¥8131.84

緑のロンジーに白の襟なしブラウスが教師の正装です。

６月２２日 来日した金澤さんから

う れ し い 報 告 を 頂 き ま し た 。 西 村 眞 悟

さんを団長として皆様の協力で建立

し た こ の 学 校 が モ デ ル ケ ー ス と な っ て

い る よ う で 、 ミ ャ ン マ ー 教 育 省 大 臣 が

視 察 に 訪 れ た 際 、 本 来 先 生 が ３ 名 な の

に 、 ４ 名 な の は ？ と 尋 ね ら れ 「 私 は ボ

ランティアです （写真右端の女性で。」

す ）と応えたところ、教育大臣が感。

心 な さ れ 本 採 用 に し て 下 さ っ た そ う で

す。これも日本人皆様のお陰です。

一方で暗いニュースもあります。

ミャンマーに学校建設をしている、

日 本 人 団 体 は 結 構 有 る の で す が 、 教 育

大臣との会見でミャンマーは貧しいから我々が寄附してるんだと横柄な態度で望んだそう

です。以来日本からの学校建設許可は非常に厳しい状況に成っているそうです。トンテ小

学校建設の際、教育省担当者に、西村眞悟団長の言葉をお伝えしました 「先の大戦で１。

９万人の将兵がこの地ミャンマーで戦没しました。貴国の国民が未だに暖かくそれを迎入

れ 供 養 し て 下 さ っ て い る 。 貴 国 の 国 民 の 友 情 に 感 謝 し て い ま す 」 教 育 省 と の 折 衝 は こ。

こから始まったのです。銘板には「ミャンマーの人々と共に」の 日本文と英文は

“ Ｆ ｒ ｉ ｅ ｎ ｄ ｓ ｈ ｉ ｐ ｏ ｆ Ｍ ｙ ａ ｎ ｍ ａ ｒ ａ ｎ ｄ Ｊ ａ ｐ ａ ｎ ” と 記 さ し て 頂 き ま し た 。
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今回の取材に当たり、トンテ村小学校とバゴー寺子屋の取材費、翻訳料、交通通信費

他と文具の手配、寄付金を含めＵＳ＄５５０で金澤さんにお願いしました。

文具の寄附の他、村と学校に１０万チャットを寄贈させて頂きました。寺子屋に

関しては、浄財がなかなか集まらなく運営が大変のようです。僧院長の許可を頂き

１０名の先生方にＴシャツ１枚と１０，０００チャットずつお渡ししました。

トンテ村学校と寺子屋の合計２０万チャットは日本円に換算すると

約￥２０，０７５です （ ﾁｬｯﾄ÷ ﾁｬｯﾄ ＄ × )。 200,000 1,260 =US 158 ¥127.06=¥20,075.48

詳細は巻末の会計報告をご覧下さい。

これから紹介させて頂くのは、関係者からの礼状の翻訳文です。

我々に対し礼状を書く校長先生‚

校長先生の感謝状‡

２００７年６月１８日

ノ ート及 び鉛 筆を寄附し てくれた日本 人

支持者への感謝状

標 記 の 寄 附 、 日 本 人 支 持 者 と 日 本 人 寄 付

者によ る１ ７ダー スのノ ート と２５ ダー ス

の鉛筆 のペ ヤゴッ ト村の 小学 校への 寄附 に

関しこの小学校の校長である私と全ての

在籍する生徒が日本人支持者と寄付者に

対して 心よ り感謝 の念を 伝え る次第 です 。

かつて この 学校は （３頁 参照 ）勉強 をす る

生徒に 本当 に狭く 小さな もの でした 。そ れ

が、最 近、 建設さ れた学 校は 広く広 がっ た

棚があ り（ 入り口 前のテ ラス のこと か？ ）

新鮮な空気が得られ生徒達にも非常に清潔なものです。それ故、全ての生徒と私は日本の

寄付者に対して尊敬と感謝を伝えるものです。

現金による基 金の寄附を、全 ての教師と私は 深く日本人寄付者へ感謝の念を表すもので

す。我々、ペヤゴット村はこの学校を長く安定的に管理するものです。

校長 ドー・モー・ト ｳ

ペヤゴット村小学校、トンテ町、ヤンゴン管区、ミャンマー
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翻訳文のみ掲載

日本人寄付者への感謝状 ２００７年６月１８日

、 。私は教師養成コースを終了後 ペヤゴット小学校に赴任いたしました

こ の村 は 新し い学 校 を建 設 する こと は 本当 に 無理 でし た が、 こ の学 校

が もっ と 大き けれ ば 生徒 に も我 々教 師 にも 本 当に いい の にと 思 った も

の でし た 。私 も寄 付 をし た かっ たの で すが お 金が 足り ま せん で した 。

で すか ら 本当 にこ の 学校 建 設へ の日 本 人寄 付 者の 方々 に 感謝 す るも の

で す。 全 ての 生徒 達 が心 か ら日 本人 寄 付者 の 方々 に感 謝 いた し てお り

ます。私はここの生徒達の更なる教育の機会の向上に努めることを

日本人寄付者の方々と支援者の方々に深く学校建設の感謝をすると

共に、このことを約束するものです。

ドー・テイン・ティ

ペヤゴット小学校、トンテ町、ヤンゴン管区、ミャンマー

翻訳文のみ掲載

日本の寄付者の方々へ ２００７年６月１８日

私はテイ・テイ・イーと言う、この小学校の教師です。

この小学校はこの村に１９８４年の６月に政府によって建てられまし

た。私は１９８６年の１２月１日にこの学校に赴任し２０年以上奉職

しております。我々の学校は初め、この村に入り口に位置しており

． 、 、その頃は４ ５㎡の広さと竹製の壁 鉄製薄板の屋根で非常に貧しく

生徒に十分な机も椅子もありませんでした。しかし１９９０年に政府

が改築工事を行い、そして２００５年にＪａｐａｎ－Ｍｙａｎｍａｒ

Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ使節団が到着し新しい学校建設の基金を寄付

し、以前は学校がなかったラインタヤー・トンテ道路の傍にトンテ村

役場とトンテ村教育委員会の助けにより敷地を確保できました。

ここに全ての 教師、校長、全 ての村人、生徒 は広く清潔なる新しい学校を本当に喜んで

おります。

ここに我々全員は上記の寄付に関し日本の寄付者の方々に本当に感謝し、皆様方の

一層の発展と健康を祈るものです。

ドー・テー・テー・イー

ペヤゴット小学校、トンテ町、ヤンゴン管区、ミャンマー

翻訳文のみ掲載

日本よりの寄付者及び支持者の方々へ ２００７年６月１８日

私はこの小学校のボランティア教師の一人です。

文部省がこの小さな新しい学校に働くことを許してくれました。

（本採用のことだそうです ）私は日本人の寄附で与えられた貧しい。

生徒達への将来への教育、改築された新しい学校での貧しい生徒達への

教育振興の機会に深く感謝するものです。ミャンマーのこの村の小学校

を設立してくれた日本人寄付者と支持者に心より感謝いたします。

ドー・エイ・サンダー・モー

ペ ヤ ゴッ ト村 小学 校、ト ンテ 町、ヤ ンゴン 管区 、ミャ ンマ ー

翻訳の順序はミャンマー語→英語→日本語の順だそうです。



- 8 -

私、ウー・ウィン・オーワード

はペヤゴット村の村長です。私の

子 供 時代 は 年 （昭 和 年） に1984 59

政 府 に よ っ て 建 て ら れ た ペ ヤ ゴ ッ

ト 村 の こ の 古 い 小 学 校 に 通 っ て ま

し た 。 そ の 当 時 は 生 徒 数 人 ほ ど20

で４，５ｍ四方の小さな教室が

１つでした。その後、政府によっ

て教室を増やす拡張工事がなされ

ました。 年（平成 年）に2005 17

日本ミャンマー友好協会（我々の

事か？）によって寄附された基金

以前 の村 長は退任 によって新しい校舎がラインタヤ

され 新た に就任され トンテ道路に面して建てられまし

た村 長 た。この基金により生徒は大きく

新しい学校で教育を進めることが

できております。我々、トンテ村

役場は村を代表して新しい校舎を

寄附してくれた日本ミャンマー協会

感謝するものです。

ペヤゴット村・村長

ウー・ウィン・オーワード

ここからはここからはここからはここからは、、、、バゴーバゴーバゴーバゴーのののの寺子屋寺子屋寺子屋寺子屋ですですですです

修復前 平成 年 ( ) 月 日撮影16 2004 12 7

平成 年 月 日修復終了後２年目17 6 24

平成 年 月 日撮影19 7 12

朝の挨拶、‡

机に文字が有るのは皆様からの寄贈品です。

この寺子屋の奥にバゴーで散華した英霊の

慰霊碑が有り平成１７年２月参加者のお一人

佐 藤 進 さ ん の 御 父 君 は こ の 地 で 果 て ら れ ま し

た。また、南 英雄さんの叔父君もビルマの

広い大地のどこかに眠って居られるとの事

でした。
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僧院長を通して各教師への白いＴシャツと１万 ﾁｬｯﾄの 日本よりの寄付支持者 様へ

教師一同、日本からの寄附に感謝しており当僧院学校における、これからの

教育振興を向上させるものです。

僧院長 バダナ・テイゼンナ

チエニカン僧院学校、マジンワード、バゴー町、バゴー管区、ヤンゴン

贈呈の模様 日本からの、のし袋とＴシャツ‚ ‚

金澤さんが来日した際に託したＴシャツとのし袋、のし袋には

、 。寿・団長 西村 眞悟と書かせて頂き １万チャットずつ１０名の先生に差し上げました

金澤さんからのコメントで、国内でのインフレが進み国民は物価高に悩んでいる。

そんな折りの喜捨ですから、先生方はことのほかの喜びようでした。とのこと。

１万チャットは日本円に換算すると約￥１，００８です。

平成 年 月 日インレ湖の水上小学校にて‡ 17 2 20

生徒に文具を手渡しする団長 西村 眞悟さん

中央は先生

平成１７年２月に実施した旅行記の中から

団長 西村 眞悟さんのコメントを改めて

掲載させて頂きました。

『慰霊と教育とは、この二つのことは不可分であって、この旅がその実体を示して

おると思います。１９万のこのビルマの土になられた日本軍将兵はこのビルマを愛して

るんだと思いますね。ここの大地から生まれてくる子供達の未来をですね、幸多かれと

願うことですね。英霊も願い、我々は英霊の願いを実践しにここに来た。こういう思い

を理屈でなく肚の底から感じた旅でありました。思い出しますね。この団に参加した

みんなは、あの子供達の顔、思い出します。ああいう顔は日本人の顔でもあるんです。

我々は少々豊かになりすぎた社会に住んで、この地の人々は地球上で最も貧しいレベル

だと言われている。貧しさの中に住んでいる貧しき者と、豊かな者が一同に介した時に

差はあるのかと思えば、豊かな者はむしろ貧しき者に教えられるという感じがします。

鉛筆ノートを渡した子供達一人一人が圧倒的な存在感で、豊かな国から来た我々を教え

てくれてるなぁと思いますね。有意義な旅でした。本当にまた来たいなぁと思います。

ありがとうございました 』。

平成１７年２月２１日 旅の最後の晩餐会でのコメント


